
平成29年度　施設分析シート

Ⅰ施設の概要

○ ○
○ ○

Ⅱ管理運営の状況

Ⅲ財務諸表 （単位：千円）

正味財産の部合計

年間利用者数（人）
開館日数（日）

平成26年度

平成26年度

41,353
293

平成25年度

平成25年度

41,075
294

-

0歳～18歳未満の児童及び乳幼児の保護者
午前9時30分～午後6時（学童クラブは、午前8時15分～午後7時）
日曜日、祝祭日、年末年始

平成29年度（見込み）

41,800
293

平成29年度（見込み）

平成28年度

平成28年度

37,548
292

平成27年度

平成27年度

42,226
294

0 ‐

使用料及び手数料 ‐

0 ‐

0

H27年度 H28年度

昭和45年11月1日 職員数 16人 0人

施設の履歴 時期 建築費
(単位:千円)

財源内容（単位：千円）
国・都 区債 一般財源

施設名 花の木ひろば館
所在地 荒川五丁目50番5号(荒川保育園併設)

所管部署 児童青少年課

竣工年月日 昭和45年10月24日 常勤・非常勤 その他

増改築①
建築

対象者

運営時間等
運営時間
休日

事業内容

駐輪場の状況

管理形態

昭和45年 45,804

増改築②

面積
敷地面積 荒川保育園敷地内(1,065.22㎡)
延床面積 918.85㎡

設置目的・経緯 児童福祉の増進

供用開始年月日
構造 ＲＣ造 階層 地上4階

関連部署 保育課、区民施設課
根拠法令等
設置条例

荒川区区民ひろば館条例・同施行規則
荒川区学童クラブの運営に関する条例　等

駐車場の状況

利
用
者
数
等

まで
から

　地域の子育て支援・児童健全育成の拠点として、居場所の提供・様々な事業の実施により、乳幼児・小中高
生の心身の発達支援を行うとともに、子育て家庭と保護者が抱える問題の発生予防及び早期発見に努める。ま
た、館内において学童クラブを運営している。

-

そ
の
他

行
政
費
用

給与関係費 ‐ 70,947 ‐

行
政
収
入

扶助費 ‐ 0 ‐

‐ 国庫支出金 ‐

‐ 行政収入合計(a) ‐

21

行
政
コ
ス
ト
計
算
書

勘定科目 H27年度 H28年度 差額 勘定科目 H27年度 H28年度 差額

維持補修費 ‐ 3,671 ‐ 都支出金 ‐ 1,800 ‐

地方税等 ‐ 0 ‐
物件費 ‐ 4,175

‐
減価償却費 ‐ 0 ‐ その他 ‐ 0 ‐

分担金及び負担金 ‐ 0 ‐
補助費等 ‐ 175 ‐

特別収支差額(f)-(g)=(h) ‐ 0 ‐ 当期収支差額(e)+(h) ‐ ▲ 80,880 ‐
特別費用(g) ‐ 0 ‐ 特別収入(f) ‐

0 ‐
行政費用合計(b) ‐ 82,701 ‐ 通常収支差額(c)+(d)=(e) ‐ ▲ 80,880 ‐
その他行政費用

貸
借
対
照
表

勘定科目 H27年度 H28年度 差額 勘定科目

その他の流動資産 ‐ 0 ‐ 特別区債 ‐ 0 ‐

固
定
資
産

有形固定資産 ‐ 0 ‐ 賞与引当金

2,839 ‐

‐

‐ 2,839 ‐
土地 ‐ 0 ‐ その他の流動負債 ‐

差額
流
動
資
産

収入未済 ‐ 0 ‐ 流動負債 ‐

0 ‐
工作物等 ‐ 0 ‐ 退職給与引当金 ‐ 34,663 ‐
建物減価償却累計額 ‐ ▲ 45,804 ‐ 特別区債 ‐

不納欠損引当金 ‐ 0 ‐ 還付未済金 ‐ 0 ‐

‐
建物 ‐ 45,804 ‐ 固定負債 ‐ 34,663

▲ 37,502 ‐
その他の固定資産 ‐ 0 ‐ ‐ ▲ 37,502 ‐
建設仮勘定 ‐ 0 ‐ 正味財産 ‐

0 ‐
無形固定資産 ‐ 0 ‐ 負債の部合計 ‐ 37,502 ‐

工作物等減価償却累計額 ‐ 0 ‐ その他の固定負債 ‐

0 ‐資産の部合計 ‐ 0 ‐ 負債及び正味財産の部合計 ‐

不納欠損・貸倒引当金繰入額 ‐ 0

備
考

行政費用のうち８割が給与関係費であり、物件費には清掃業務や設備点検、設備改修工事等の費用である。

賞与・退職給与引当金繰入額

1,821 ‐
‐ 3,732 ‐ 行政収支差額(a)-(b)=(c) ‐ ▲ 80,880 ‐
‐ 0 ‐ 金融収支差額(d) ‐

無 バリアフリー
対応状況30台

エレベーター
点字ブロック

だれでもトイレ
スロープ

直営 - 期間



Ⅳ　施設運営の方向性（所管の考え方）
無 有 ）

転用・多目的化 民営化 他施設との統合 廃止
現状維持 その他（ ）
有 ）
無

‐経費に占める収入の割合（％）
開館１日当たりコスト（円）
利用者１人当たりコスト（円）
人にかかるコストの割合(％)

‐
‐
‐
‐

H25年度
‐
‐
‐
‐
‐
‐

‐
‐
‐

H29年度(見込み)H27年度 H28年度
‐
-

H26年度
‐
‐

指標
有形固定資産減価償却率（％）
１㎡当たりコスト（円）

100.0
90,005

2.2

課題に対する
現時点での考え

○図工室や木工室の整備等、花の木ひろば館の特性を生かし、児童にとって魅力的な事業を実施す
るなど、児童の来館回数の増加及び定着に繋がる取り組みを検討する必要がある。

議会、利用者等
からの意見

管理形態の変更の推移

現状・課題

○平成28年度の年間利用者数が減少した。にこにこすくーるの全区立小学校での開設等、放課後の
居場所の選択肢が増えたことが理由として想定される。

○施設及び設備の老朽化により、改修等が必要な箇所がある。将来的にふれあい館への移行を見据
えながら、施設の機能・性能の保全に努め、修繕を計画的に推進している状況である。

41,800
実績値 41,075

計画の有無

目標指標
指標名・単位 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度

● ○ （計画名：

‐

‐
‐
‐

283,221
2,203
90.3

○
●

（変更内容：

○
●

○
○

○
41,353 42,226 37,548 41,800

施設運営の方向性
○

H29年度(見込み)

年間利用者数
目標値 ‐ ‐ ‐

財
務
指
標
・
評
価
指
標
等

‐

‐
‐

グラフ１ グラフ２

0

10000

20000

30000

40000

50000

年間利用者数（人）

0
0.2
0.4
0.6
0.8
1

1.2



平成29年度　施設分析シート

Ⅰ施設の概要

● ●
● ●

Ⅱ管理運営の状況

Ⅲ財務諸表 （単位：千円）

正味財産の部合計

年間利用者数（人）
開館日数（日）

平成26年度

平成26年度

42,501
293

平成25年度

平成25年度

44,120
294

‐

0歳～18歳未満の児童及び乳幼児の保護者
午前9時30分～午後6時（学童クラブは午前8時15分～午後７時)
日曜日、祝祭日、年末年始

平成29年度（見込み）

49,500
293

平成29年度（見込み）

平成28年度

平成28年度

49,018
292

平成27年度

平成27年度

43,259
294

0 ‐

使用料及び手数料 ‐

0 ‐

0

H27年度 H28年度

平成9年4月1日 職員数 15人 0人

施設の履歴 時期 建築費
(単位:千円)

財源内容（単位：千円）
国・都 区債 一般財源

施設名 熊野前ひろば館
所在地 東尾久五丁目9番3号(男女平等推進センター併設)

所管部署 児童青少年課

竣工年月日 平成9年3月29日 常勤・非常勤 その他

増改築①
建築

対象者

運営時間等
運営時間
休日

事業内容

駐輪場の状況

管理形態

平成9年 347,575

増改築②

面積
敷地面積 男女平等推進センター敷地内(1,031.56㎡)

延床面積 598.65㎡

設置目的・経緯 児童福祉の増進

供用開始年月日
構造 ＲＣ造 階層 地上3階、地下2階

関連部署 総務企画課、区民施設課
根拠法令等
設置条例

荒川区区民ひろば館条例・同施行規則
荒川区学童クラブの運営に関する条例　等

駐車場の状況

利
用
者
数
等

まで
から

　地域の子育て支援・児童健全育成の拠点として、居場所の提供・様々な事業の実施により、乳幼児・小中高
生の心身の発達支援を行うとともに、子育て家庭と保護者が抱える問題の発生予防及び早期発見に努める。ま
た、館内において学童クラブを運営している。

‐

そ
の
他

行
政
費
用

給与関係費 ‐ 76,704 ‐

行
政
収
入

扶助費 ‐ 0 ‐

‐ 国庫支出金 ‐

‐ 行政収入合計(a) ‐

262

行
政
コ
ス
ト
計
算
書

勘定科目 H27年度 H28年度 差額 勘定科目 H27年度 H28年度 差額

維持補修費 ‐ 295 ‐ 都支出金 ‐ 0 ‐

地方税等 ‐ 0 ‐
物件費 ‐ 3,102

‐
減価償却費 ‐ 9,385 ‐ その他 ‐ 0 ‐

分担金及び負担金 ‐ 0 ‐
補助費等 ‐ 163 ‐

特別収支差額(f)-(g)=(h) ‐ 0 ‐ 当期収支差額(e)+(h) ‐ ▲ 93,422 ‐
特別費用(g) ‐ 0 ‐ 特別収入(f) ‐

0 ‐
行政費用合計(b) ‐ 93,684 ‐ 通常収支差額(c)+(d)=(e) ‐ ▲ 93,422 ‐
その他行政費用

貸
借
対
照
表

勘定科目 H27年度 H28年度 差額 勘定科目

その他の流動資産 ‐ 0 ‐ 特別区債 ‐ 0 ‐

固
定
資
産

有形固定資産 ‐ 150,500 ‐ 賞与引当金

3,070 ‐

‐

‐ 3,070 ‐
土地 ‐ 0 ‐ その他の流動負債 ‐

差額
流
動
資
産

収入未済 ‐ 0 ‐ 流動負債 ‐

0 ‐
工作物等 ‐ 0 ‐ 退職給与引当金 ‐ 37,475 ‐
建物減価償却累計額 ‐ ▲ 197,075 ‐ 特別区債 ‐

不納欠損引当金 ‐ 0 ‐ 還付未済金 ‐ 0 ‐

‐
建物 ‐ 347,575 ‐ 固定負債 ‐ 37,475

109,956 ‐
その他の固定資産 ‐ 0 ‐ ‐ 109,956 ‐
建設仮勘定 ‐ 0 ‐ 正味財産 ‐

0 ‐
無形固定資産 ‐ 0 ‐ 負債の部合計 ‐ 40,544 ‐

工作物等減価償却累計額 ‐ 0 ‐ その他の固定負債 ‐

150,500 ‐資産の部合計 ‐ 150,500 ‐ 負債及び正味財産の部合計 ‐

不納欠損・貸倒引当金繰入額 ‐ 0

備
考

行政費用の約８割を給与関係費が占めており、物件費は清掃業務や設備点検等の費用である。

賞与・退職給与引当金繰入額

262 ‐
‐ 4,035 ‐ 行政収支差額(a)-(b)=(c) ‐ ▲ 93,422 ‐
‐ 0 ‐ 金融収支差額(d) ‐

無 バリアフリー
対応状況30台

エレベーター
点字ブロック

だれでもトイレ
スロープ

直営 ‐ 期間



Ⅳ　施設運営の方向性（所管の考え方）
無 有 ）

転用・多目的化 民営化 他施設との統合 廃止
現状維持 その他（ ）
有 ）
無

‐経費に占める収入の割合（％）
開館１日当たりコスト（円）
利用者１人当たりコスト（円）
人にかかるコストの割合(％)

‐
‐
‐
‐

H25年度
‐
‐
‐
‐
‐
‐

‐
‐
‐

H29年度(見込み)H27年度 H28年度
‐
‐

H26年度
‐
‐

指標
有形固定資産減価償却率（％）
１㎡当たりコスト（円）

56.7
156,492

0.3

課題に対する
現時点での考え

○熊野前学童クラブの需要増について、併設する施設の会議室の一時利用により対応した。今後の
需要動向を注視し、適切な受け入れ環境について検討を進める。

議会、利用者等
からの意見

管理形態の変更の推移

現状・課題

○館内で実施している熊野前学童クラブについて、毎年、利用児童の増加が続いている。

○男女平等推進センターと一体になって施設の機能・性能の保全に努めながら、修繕を計画的に推
進している。

49,500
実績値 44,120

計画の有無

目標指標
指標名・単位 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度

● ○ （計画名：

‐

‐
‐
‐

320,835
1,911
86.2

○
●

（変更内容：

○
●

○
○

○
42,501 43,259 49,018 49,500

施設運営の方向性
○

H29年度(見込み)

年間利用者数
目標値 ‐ ‐ ‐

財
務
指
標
・
評
価
指
標
等

‐
‐

グラフ１ グラフ２

0
10000
20000
30000
40000
50000
60000

年間利用者数（人）

0
0.2
0.4
0.6
0.8
1

1.2



平成29年度　施設分析シート

Ⅰ施設の概要

● ●
● ●

Ⅱ管理運営の状況

Ⅲ財務諸表 （単位：千円）

正味財産の部合計

無 バリアフリー
対応状況5台

エレベーター
点字ブロック

だれでもトイレ
スロープ

直営 ‐ 期間

25 ‐
‐ 4,433 ‐ 行政収支差額(a)-(b)=(c) ‐ ▲ 190,090 ‐
‐ 0 ‐ 金融収支差額(d) ‐

不納欠損・貸倒引当金繰入額 ‐ 0

備
考

物件費が行政費用の５割以上を占めており、物件費の９割が建物リースに係る費用である。

賞与・退職給与引当金繰入額

‐
工作物等減価償却累計額 ‐ 0 ‐ その他の固定負債 ‐

0 ‐資産の部合計 ‐ 0 ‐ 負債及び正味財産の部合計 ‐

‐
建物 ‐ 0 ‐ 固定負債 ‐ 41,168

▲ 44,540 ‐
その他の固定資産 ‐ 0 ‐ ‐ ▲ 44,540 ‐
建設仮勘定 ‐ 0 ‐ 正味財産 ‐

0 ‐
無形固定資産 ‐ 0 ‐ 負債の部合計 ‐ 44,540

差額
流
動
資
産

収入未済 ‐ 0 ‐ 流動負債 ‐

0 ‐
工作物等 ‐ 0 ‐ 退職給与引当金 ‐ 41,168 ‐
建物減価償却累計額 ‐ 0 ‐ 特別区債 ‐

不納欠損引当金 ‐ 0 ‐ 還付未済金 ‐ 0 ‐

貸
借
対
照
表

勘定科目 H27年度 H28年度 差額 勘定科目

その他の流動資産 ‐ 0 ‐ 特別区債 ‐ 0 ‐

固
定
資
産

有形固定資産 ‐ 0 ‐ 賞与引当金

3,372 ‐

‐

‐ 3,372 ‐
土地 ‐ 0 ‐ その他の流動負債 ‐

特別収支差額(f)-(g)=(h) ‐ 0 ‐ 当期収支差額(e)+(h) ‐ ▲ 190,090 ‐
特別費用(g) ‐ 0 ‐ 特別収入(f) ‐

0 ‐
行政費用合計(b) ‐ 190,115 ‐ 通常収支差額(c)+(d)=(e) ‐ ▲ 190,090 ‐
その他行政費用

維持補修費 ‐ 432 ‐ 都支出金 ‐ 0 ‐

地方税等 ‐ 0 ‐
物件費 ‐ 100,814

‐
減価償却費 ‐ 0 ‐ その他 ‐ 0 ‐

分担金及び負担金 ‐ 0 ‐
補助費等 ‐ 173 ‐

利
用
者
数
等

まで
から

　地域の子育て支援・児童健全育成の拠点として、居場所の提供・様々な事業の実施により、乳幼児・小中高
生の心身の発達支援を行うとともに、子育て家庭と保護者が抱える問題の発生予防及び早期発見に努める。ま
た、館内において学童クラブ及び放課後子ども教室を運営している。

‐

そ
の
他

行
政
費
用

給与関係費 ‐ 84,263 ‐

行
政
収
入

扶助費 ‐ 0 ‐

‐ 国庫支出金 ‐

‐ 行政収入合計(a) ‐

25

行
政
コ
ス
ト
計
算
書

勘定科目 H27年度 H28年度 差額 勘定科目 H27年度 H28年度 差額

対象者

運営時間等
運営時間
休日

事業内容

駐輪場の状況

管理形態

平成28年 289,008

増改築②

面積
敷地面積 562.75㎡
延床面積 833.74㎡

設置目的・経緯 児童福祉の増進

供用開始年月日
構造 鉄骨造 階層 地上3階

関連部署 区民施設課
根拠法令等
設置条例

荒川区区民ひろば館条例・同施行規則
荒川区学童クラブの運営に関する条例　等

駐車場の状況

施設の履歴 時期 建築費
(単位:千円)

財源内容（単位：千円）
国・都 区債 一般財源

施設名 西日暮里二丁目ひろば館
所在地 西日暮里二丁目32番25号(ひぐらし小学校敷地内)

所管部署 児童青少年課

竣工年月日 平成28年4月13日 常勤・非常勤 その他

増改築①
建築

平成28年4月18日 職員数 19人 0人

平成27年度

平成27年度

38,279

294

0 ‐

使用料及び手数料 ‐

0 ‐

0

H27年度 H28年度

平成25年度

平成25年度

31,404

294

‐

0歳～18歳未満の児童及び乳幼児の保護者
午前9時30分～午後6時（学童クラブは午前8時15分～午後7時）
日曜日、祝祭日、年末年始

平成29年度（見込み）

56,000

293
平成29年度（見込み）

平成28年度

平成28年度

55,735

293

年間利用者数（人）
(28年度に移転)
開館日数（日）

平成26年度

平成26年度

31,691

293



Ⅳ　施設運営の方向性（所管の考え方）
無 有 ）

転用・多目的化 民営化 他施設との統合 廃止
現状維持 その他（ ）
有 ）
無

○
●

（変更内容：

○
●

○
○

○
31,691 38,279 55,735 56,000

施設運営の方向性
○

H29年度(見込み)

年間利用者数
目標値 － ― ―

財
務
指
標
・
評
価
指
標
等

‐

‐
‐

0.1

課題に対する
現時点での考え

○西日暮里二丁目学童クラブの需要増には、日暮里学童クラブの新設により対応した。今後、ひぐ
らし小学校の児童がさらに増えていくことが想定されているため、学校等と調整し、スペースの有
効利用について検討・調整していく。

○近隣のふれあい館の整備状況を鑑み、施設のあり方について、検討していく。

議会、利用者等
からの意見

管理形態の変更の推移

現状・課題

○平成２８年３月までは、ひぐらし小学校内でひろば館を運営していたが、同校の児童数の増加に
伴い、平成２８年４月に学校敷地内にひろば館を新設（移設）し、ひろば館事業、学童クラブ事
業、放課後子ども教室事業を実施している。

○地域の学齢児童の増加に伴い、館内で実施する西日暮里二丁目学童クラブの利用希望者も毎年増
えており、今後も増加が続く見込みである。

56,000
実績値 31,404

計画の有無

目標指標
指標名・単位 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度

● ○ （計画名：

―

‐
‐
‐

64,886
3,411
46.7

‐
‐

H26年度
‐
‐

指標
有形固定資産減価償却率（％）
１㎡当たりコスト（円）

100
228,026

H29年度(見込み)H27年度 H28年度H25年度
‐
‐
‐
‐
‐
‐

‐
‐
‐

‐経費に占める収入の割合（％）
開館１日当たりコスト（円）
利用者１人当たりコスト（円）
人にかかるコストの割合(％)

‐
‐
‐
‐

グラフ１ グラフ２

0
10000
20000
30000
40000
50000
60000

年間利用者数（人）

0
0.2
0.4
0.6
0.8
1

1.2


